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　飯豊町中地区の有限会社アグリメント
なか（渡部清吉代表取締役）が令和４年
度の西置賜農業賞を受賞しました。同社
は地域の中心的な担い手として、中地区
の農地はもちろんのこと、萩生地区や黒
沢地区の農地など幅広く耕作しています。
令和２年度には農業用ドローンを導入し、
経営の効率化や経費削減に取り組んでお
り、今後も担い手の先頭に立って益々活
躍されることを期待します。
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ま
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害
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た
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に
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ロ
シ
ア
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よ
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ウ
ク
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イ
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攻
、
さ

う
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
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ウ
ク
ラ
イ
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攻
、
さ

ら
に
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円
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追
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け
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飼
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追
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じ
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お
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す
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８
月
３
日
か
ら
降
り
続
い
た
豪
雨
は
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本

町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
農
地
へ
の
土
砂
や
樹
木
流
入
、

農
地
の
滅
失
、
農
道
の
崩
壊
、
水
路
の
破
損
、
農
業
施
設
や
各
種
農
業

機
械
の
浸
水
な
ど
、
農
業
者
の
暮
ら
し
や
農
業
生
産
活
動
に
深
刻
な
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。
現
在
は
飯
豊
町
農
地
災
害
自
力
復
旧
支
援
事
業
な

ど
に
よ
り
、
水
路
の
補
修
、
土
砂
の
除
去
、
法
面
の
修
復
な
ど
、
農
地

の
復
旧
は
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。
農
業
施
設
の
浸
水
に
よ
り
被
災

し
た
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
高
額
な
農
機
具
に
対
す
る
助
成
は
薄
く
、
何

と
か
今
秋
の
収
穫
作
業
は
乗
り
切
っ
た
も
の
の
、
今
後
の
購
入
や
修
理

代
金
の
支
払
い
に
頭
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
経
営
に
不
安

を
感
じ
、
離
農
を
考
え
て
い
る
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
９
月
６
日
に
町
長
、
議
会
議
長
に
対
し
、
被
災
し

た
農
業
施
設
や
農
業
機
械
の
再
取
得
に
対
し
、
通
常
の
補
助
率
に
と
ら

わ
れ
な
い
高
い
補
助
率
で
の
被
災

者
向
け
補
助
事
業
の
創
設
、
被
災

し
た
農
業
イ
ン
フ
ラ
や
農
地
の
修

復
を
一
刻
も
早
く
行
い
、
被
災
し

た
農
業
者
が
営
農
意
欲
を
失
う
こ

と
の
な
い
よ
う
に
国
や
県
に
強
く

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
旨
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
業
者
の
不
安
を
解
消
し
早
期

の
復
旧
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
今

回
の
災
害
を
深
く
検
証
し
災
害
に

強
い
農
村
集
落
を
一
刻
も
早
く
作

る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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◆
災
害
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察

　

ま
ず
は
８
月
３
日
の
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

９
月
20
日
に
農
業
委
員
会
、
町
議
会
、
行
政
で
の
豪
雨
被
害
の
現
場
視
察
を
行

い
、
主
に
農
地
等
の
視
察
を
重
点
的
に
行
い
ま
し
た
。
萩
生
川
の
上
流
、
中
流
は

川
幅
が
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
被
害
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
橋
に
木
が
挟
ま
り
川
が
氾
濫
し
、
水
田
に
土
砂
を
押
し
上
げ
、
木
の
根
や
幹
、

枝
を
水
田
に
残
し
原
型
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
酷
い
と
こ
ろ
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
椿
地
区
は
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
の
線
路
が
崩
壊
し
て
線
路
の
陥
没
や
崩
れ
が
あ
り
、

農
地
に
線
路
の
石
が
押
し
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
小
白
川
地
区
に
行
き
ま
す
と
、

橋
が
崩
壊
し
て
い
た
り
、
農
業
用
の
ポ
ン
プ
が
壊
れ
て
い
た
り
、
川
の
土
手
が
崩

れ
て
い
た
り
と
、
被
害
の
甚
大
さ
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
が
あ
が
っ
た
水
田
に
は
流
れ
て
き
た
様
々
な
も
の
が
残
っ
て
お
り
、
稲
刈
り

は
機
械
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
気
を
遣
っ
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
者
の
皆

様
は
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
、
県
、
町
に
お
願
い
し
、
農
地
の
復
旧
を
一

日
も
早
く
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思
い

ま
す
。
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
て
、
今

度
ま
た
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
備
え
な

け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
温
暖
化
が
進
み
、
線
状

降
水
帯
な
ど
は
西
日
本
の
ほ
う
で
し
か
発
生
し

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
東
北
、
北

日
本
で
も
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何

十
年
に
一
度
と
い
い
ま
す
が
、
来
年
起
き
る
か

も
し
れ
な
い
と
念
頭
に
置
い
て
備
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
災
害
が
起
き
な
い
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。�
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　安部数幸会長は、平成20年７月から農業委員として現在まで14年間務められ、令和
２年７月からは会長職に就任されているため、この度山形県農業会議会長表彰を受賞
されました。おめでとうございます！

※被表彰対象者
　次の①か②を満たす者
①�農業委員会に委員または農地利用最適化推進委員として15年以上就任した者
②�農業委員会会長に就任し、委員又は農地利用最適化推進委員として12年以上就任した者

議長を務める安部会長

祝 山形県農業会議会長表彰山形県農業会議会長表彰

安部数幸会長安部数幸会長

　11月18日、南陽市のシェルターなんようホールにおいて令和４年度山形県農業委員会大会が
開催されました。県内各地の農業委員及び農地利用最適化推進委員が一堂に会しての年に一度
の大会です。ここ数年はコロナ禍ということもあり、リモートでの開催が続いておりました。
　大会の冒頭、永年の農業委員会活動に対し当町の安部数幸会長が山形県農業会議会長表彰を
受賞されました。
　大会は全国農業会議所事務局長から、コロナ禍やウクライナ危機の影響によって輸入食糧、
肥料、燃料、飼料等が高騰し、農業生産や経営に深刻な影響が出ていることを受け、農水省が
中心となって各種要請や対策事業の実施状況について、令和５年度の農林水産関係概算要求の
状況等の研修を実施しました。
　また、農業委員会の主要な任務である農地利用の最適化について、人口減少社会に対応した
土地関連法規等の改正の説明があり、農業委員会としても地域計画（人・農地プラン）の策定
や各関係機関への要請・陳情等を通じ責務を果たしていかなければと思います。
　議事では安部会長が議長に選出され、県内３地区から提出された３議案について、早急に取
り組む必要がある旨全会一致で決議されました。
　久々の対面での大会となりましたが、参加者の熱意と思いが肌に感じられる大会でした。
� （農業委員　鈴木智）

表彰状を受け取る安部会長

山形県農業委員会大会山形県農業委員会大会令和４年度
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　11月25日に農業経営に関する研修会及び農業委員会と農業者
との意見交換会が町民総合センターあ～すで開催されました。
佐藤登美子税理士よりインボイス制度及び帳簿の電子保存につ
いて研修を行いました。
　電子帳簿保存法の電子取引の改正は令和６年１月から施行さ
れます。電子メールで請求書をやり取りした際や、請求書やは

がきが書面で届かず、自らがWEBサイト上で確認をしなくてはいけない請求書等（ネット
通販サイトや水道光熱費、電話代）についても電子保存が必要になります。
　インボイス制度については、インボイスではない請求書では仕入税額控除が受けられなく
なります。仕入税額控除とは、生産、流通などの各取引段階で二重、三重に税金がかかるこ
とのないよう、課税売上に係る消費税額から課税仕入れ等に係る消費税額を控除し、税が累
積しない仕組みです。
　我々農業者としても税制の仕組みを理解することにより、不要な税金を納めることがない
ようにしなければなりません。
　研修会終了後に意見交換会を開催しました。８月３日の集中豪雨
による被害対策や燃油高騰及び肥料高騰対策等について多数の質問
や意見が出されました。
　来年度についても、より多くの方にご参加いただければと思いま
す。� （農業委員　手塚房夫）

農業女子会農業女子会

農業者との意見交換会農業者との意見交換会

　12月12日に米沢市のPonte Rupace（ぽんて・るぱーちぇ）
において、飯豊町女性農業者等交流会を開催しました。女性農業
者同士の交流会はコロナ禍の影響で実に３年ぶりの開催となりま
した。当日は女性農業者のみならず、関係機関の女性職員にも参
加していただき、農業に対する思いや悩みなどを話し合いながら
親睦を深めました。
　会場となったPonte Rupaceはおいしいものを提案し、食文化・農業の大切さを分かち
合い、次世代にバトンをつなぐ場所。生産、製造、販売を通して、産地と消費者の架け橋
を目指して2022年オープンしたカフェです。米沢市で農業委員をされている鈴木晃子さ
んが代表をされており、鈴木さんの行動力、バイタリティ、前向きさ、つながりの多さに
はみなさん感心され、「私も頑張ろう！」という気持ちになっていました。

　参加者からは、久しぶりに女性農業者の仲間と情報交換
ができてよかった、飯豊にもこういう場所があったらいい
な、飯豊はいいところだけど認知度が低くて知られていな
い、などの話が出ました。
　このような交流を通して、お互い知識も行動力も女子力
もＵＰし、飯豊町の明るい未来の農業のために何か発信で
きたらと思います。� （農業委員　木村朝子）
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◎品質方式や全相殺方式では、平均収量の最大９割まで補償します!!
　半相殺方式では、最大８割までの補償ですが、更なる高位補償が選べます
　また、客観的な資料で収穫量を把握するので、実態に合った補償が可能です

※品 質 方 式：�品質を加味した収穫量が基準収穫量を下回り、かつ生産金額の減少額が、基準生産金額の１割
（２割・３割）を超える場合に共済金を支払う方式

※全相殺方式：�農家ごとの減収量が、基準収穫量の１割（２割・３割）を超える場合に共済金を支払う方式
※半相殺方式：�被害耕地の減収量の合計が、その農家の基準収穫量の２割（３割・４割）を超える場合に共済

金を支払う方式

加入方式 品質方式
（９・８・７割補償）

全相殺方式
（９・８・７割補償）

半相殺方式
（８・７・６割補償）

加入要件

本地面積の合計が10ａ以上で水稲を作付していれば加入できます（全耕地加入となります）
概ね全量を出荷し、いずれかの方法で原則過去５年間の収穫量
が把握できることが要件となります

１．�ＪＡ等の売渡受託業者の出
荷証明により、用途別に品
種･等級ごとの収穫量が把
握できる

２．�青色申告書等で用途別に品
種・等級ごとの収穫量を提
示できる

１．�ＪＡ等の乾燥調製施設の計
量結果で収穫量が確認でき
る

２．�乾燥調製（ミニライスセン
ター）の受託者から収穫量
の証明が得られる

３．�青色申告書・白色申告書等
で収穫量を提示できる

申込期限 ５月15日
補償期間 本田移植期（直播栽培については発芽期）から収穫するまでの期間

対象災害
全ての気象災害・病虫害・鳥獣
害・火災による減収および品質
の低下

全ての気象災害・病虫害・鳥獣害・火災

10ａ当たり掛金（掛金の50％を国が負担します）

加入方式 品質方式
（９割補償）

全相殺方式
（９割補償）

半相殺方式
（８割補償）

10a当たり
掛金等

（単位円）※

用　途 主食用 主食用 主食用
補償単価（１kg当たり） 205 211 211

共済金額 110,700 113,940 101,280
農家負担額 964 901 555

☆一筆半損特約
　�一筆だけでも５割以上の減収がある場合に、共済金をお支払する仕組みです（加入時の選択により付加する

ことができます）

※�基準単収が600kgの場合で、令和４年産「一筆半損特約」を付した掛金標準率、各方式の最高位の補償割合・
補償単価で計算しています（ほかの補償割合等の掛金については組合にお問い合わせください）

※品質方式の主食用米については、令和４年産はえぬき１等米の補償単価で計算しています
※10ａ当たり240円の賦課金を含みます

水稲共済水稲共済
～品質方式・全相殺方式をおすすめします～～品質方式・全相殺方式をおすすめします～

NOSAIのNOSAIの

山形県農業共済組合  置賜支所
〒992-0002　山形県米沢市窪田町矢野目3668番地の3
電話（代表）	 0238（37）5700
フリーダイヤル	 0120（882）637
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田舎料理の

レシピ
コーナー

材料（３人分）
大根……… 200g（１～1.5㎝幅に輪切り）
にんじん… 60g（１～1.5㎝幅に斜め切り）
じゃがいも………中３個（1/2にカット）
ごぼう… 60g（１～1.5㎝幅に斜め切り）
板こんにゃく…………………………１枚

（2.5～３㎝幅にカット）
さつまあげ…………………………小３枚
なす干し………………………………６枚

（水にもどし絞っておく）
昆布………………45㎝程度のものを１本

（水でもどして結んでおく）
砂糖…………………………………大１
酒……………………………………60㏄
醤油…………………………………50㏄
みりん………………………………60㏄
だしの素……………………………小１

作り方
①煮えるのに時間がかかる材料から鍋に入れる。
　（大根・昆布→にんじん・ごぼう・板こんにゃく）
②大根に竹串が軽く入るようになったら、じゃがいもとさつまあ
げ、調味料を入れる。
③具材に味が染み込んだところでなす干しを入れ、ひと煮立ちさ
せる。
④盛り付けして完成。

煮物

作り方
①ブロック状の豚バラ肉を1/2 ～1/3にカットする。
②フライパンに豚バラ肉を入れ加熱し、余分な油を落とす。
③全体的に焼き目が付いたら余分な油はふき取る。
④深めの鍋に豚バラ肉と材料Ⓐを入れ、鍋の中の豚バラ
肉が隠れるくらいに醤油を入れて約40分煮込む。（途中、
肉を上下ひっくり返しながら染み込ませる）
⑤20分くらい放置し、じっくりと味を染み込ませる。
⑥ブロック状の豚バラ肉を薄切りにし、千切りキャベツや
青葉と一緒に盛り付けて完成。

チャーシュー

材料（５人分）
ブロック状の豚バラ肉…………………… １㎏
醤油………………………………… 800～900㏄
野菜類（一緒に煮込むものなので余り物でOK）
（野菜の内訳）
たまねぎ（２個を1/2にカット）
にんじん（１本を1/2にカット）
ねぎ（２～３本を1/2～1/3にカット）
キャベツの外側（捨てている部分でOK）
白菜の外側（捨てている部分でOK）
にんにく（３～５片）
しょうが（１個を輪切りにする）

調
味
料

Ⓐ
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●発行日：毎週金曜日
●発行元：全国農業会議所
●購読料：１ヶ月700円

（送料込）

農家の経営と暮らしに
役立つ情報をお届けします。
農家のための
情報誌
「全国農業新聞」

飯豊町農業委員会事務局
☎0238-87-0524

お申し込み先

飯豊町農業委員会事務局
☎0238-87-0524

お申し込み先

農業者年金が
さらに便利になります！

①保険料が引き下げられます 
　35歳未満の方は月額１万円から加入できます
②受給開始時期の選択肢が広がります 
　老齢年金：65歳以上75歳未満 
　特例付加年金：65歳以上（年齢上限なし）
③加入可能年齢が引き上げられます 
　60歳以上65歳未満の方も加入できます

　許可を受けずに農地（田・畑）を農地以外に利用してしまうと農地法違反になります。
見た目が農地でなくても、登記簿上は農地になっているところもありますので、まずは
地目の確認をお願いします。また、申請してから許可が下りるまでに１～３か月程度の
期間を要しますので、住宅建設や事業等で農地を利用する予定の方は農業委員会へお早
めにご相談ください。

◆下記の場合はすぐに農業委員会へご連絡ください
①農地に住宅や車庫を建設する場合
②農地を資材置き場や駐車場として利用する場合
③農地を残土置き場に利用する場合

※一時的に利用する場合でも農地転用申請をし、許可を受ける必要があります。
※農業用施設で面積が小さい場合は、例外規定もありますので別途ご相談ください。

ストップ  違反転用

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。
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